
練
習
で
は
、

転
ん
じ
ゃ
一

そ
れ
で
五
以

ひ
ざ
っ
こ
げ

き
れ
い
な
服
が
よ
ご

ゴ
i
ル
を
め
ざ
し
て
一

一
度
や
二
度
の
失
敗
で
、

な
げ
や
り
に
な
る
D

す
っ
か
り
落
ち
込
む
。

そ
ん
な

転
ん
で
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小
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田
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郎

大
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金

一

榊

枝

安

子

小

林

フ

ク

ヨ

引
率
者

鈴

木
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孝

小林富重さん

(中)

「
和
気
あ
い
あ
い
の
ゲ
!
ト
ボ
i
ル

1
勝

1
敗
で
引
き
分
け
」

我
々
の
ゲ

1
ト
ボ

1
ル
交
流
は
鹿
谷
国
民
小
学
校

で
、
地
元
の
チ
i
ム
の
方
々
と
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

ル
l
ル
は
全
く
日
本
と
同
じ
で
、
技
術
も
素
晴
ら
し
い

で
す
。
試
合
結
果
は

2
戦
し
て

1
勝

1
敗
。
も
う
少
し

や
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
雨
の
た
め
や
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
懇
談

の
中
で
福
祉
関
係
に
つ
い
て
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
年
金
や
恩
給

制
度
は
無
く
、
老
後
の
生
活
は

自
分
た
ち
の
子
供
に
ゆ
だ
ね
る

と
の
こ
と
D

ま
た
、
小
遣
い
は
、

田
焔
の
手
入
れ
や
果
樹
等
の
収

穫
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
稼
ぐ

そ
う
で
す
D

日
本
で
暮
ら
す

我
々
は
幸
福
だ
と
感
じ
ま
し

た。
交
流
し
て
い
く
の
に
は
費
用

が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
も
こ
の
研
修
を
続
け
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
口

鹿谷郷公所前で

2 

「ブコンペイJは楽しい?

玉
川
村
か
ら
鹿
谷
郷
へ
の
海
外
派
遣
研
修
が
平
成

4
年

8

月
幻
自
か
ら

9
月
4
Bま
で
の

4
泊

5
日
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
研
修
は
、
日
華
親
善
友
好
都
市
提
携
推
進

協
議
会
と
ふ
否
さ
と
創
生
海
外
派
遣
事
業
を
合
同
で
行
い
、

円
〈
合
助
役
を
団
長
に
総
勢
約
人
、
が
参
加
。
老
人
グ
ル
ー
プ
で

は
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
で
、
婦
人
グ
ル
ー
プ
で
は
、
タ
ン
ス
で
、
産

業
グ
ル
ー
プ
で
は
農
業
を
中
心
に
、
ま
た
、
教
育
グ
ル
ー
プ

で
は
学
校
を
訪
れ
て
の
研
修
と

4
現
に
分
か
れ
て
支
流
を
図

り
、
友
好
の
鮮
を
深
め
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
代
表
の
方
の

感
想
か
ら
ホ
〈
流
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
ご
と

の
受
流
は
、
訪
問

2
日
自
の

9
月
1
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

永引野大大石真塩石塩佐品
率和 記
林者崎野田井弓田森沢藤者

莫ヤ八初福キ二栄八 10
知イナ ヨ三ツ人
子子子子代子子子ヨ)

真弓福代さん

(蒜生)

コ
一
一
一
口
葉
は
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が

踊
り
で
心
と
心
が
通
じ
合
え
た
」

正

典

私
た
ち
が
交
流
し
た
瑞
田
村
婦
人
部
の
方
々
は
、

赤
い
靴
に
黒
い
ス
パ
ッ
ツ
、
ピ
ン
ク
の
シ
ャ
ツ
の
お

揃
い
で
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
何
日
君

再
来
」
と
「
山
地
迎
賓
舞
」
と
い
う
踊
り
を
教
え
て
く

れ
た
婦
人
の
方
々
は
、
と
て
も
親
切
で
明
る
い
人
た

ち
ば
か
り
で
し
た
。
お
互
い
に
言

葉
は
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
蹄

り
で
心
と
心
が
通
じ
合
え
た
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
は
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
貴
重
な
体
験
が
、
感
動

と
な
っ
て
心
に
残
っ
て
い
ま
す
む

ま
た
、
昼
食
に
は
婦
人
部
の

方
々
の
手
料
理
で
鹿
谷
郷
の
特
産

「
街
」
を
使
っ
た
妙
め
物
、
ス
ー
プ
、

ま
ぜ
ご
飯
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し

~」0
一切，J

「
好
き
に
な
っ
た
人
」
を
歌
い
な

が
ら
の
別
れ
は
、
い
つ
か
ま
た
会

い
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
重
な
り

複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。

プレゼントした「クッっちゃんTシャツ」を着て、ダンス突流参
加者と記念写真

3 
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四

自自

須藤一郎さん

() 11辺)

「
自
分
た
ち
で
良
い
物
を
つ
く
っ
て

売
ろ
う
と
い
う
意
気
込
み
を
感
じ
た
L

私
は
仕
事
の
関
係
か
ら
も
、
農
業
面
で
機
械
化
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
研
修
の
中

で
分
か
っ
た
の
は
、
稲
作
の
場
合
、
機
械
は
農
家
が
扱

う
の
で
は
な
く
汁
軍
の
食
糧
部
隊
が
扱
う
と
い
う
事
で

す
。
日
本
と
の
違
い
に
驚
く
と
同
時
に
、
台
湾
に
は
兵

役
制
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

た
思
い
が
し
ま
す
。
た
だ
直
接
、

農
業
用
の
機
械
が
見
れ
な
か
っ

た
の
が
残
念
で
し
た
。

生
産
物
の
販
売
、
出
荷
は
農
会

を
通
す
も
の
も
あ
っ
た
み
た
い
で

す
が
、
ほ
と
ん
ど
生
産
者
自
ら
が

販
売
経
路
を
見
つ
け
出
し
売
る
そ

う
で
す
D

そ
の
た
め
、
よ
り
良
い
物

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
生
産
意
欲
も

強
く
感
じ
ま
し
た
。

実
際
の
農
作
業
を
見
る
こ
と

や
、
若
い
人
た
ち
と
の
交
流
が

で
き
れ
ば
、
農
業
に
対
す
る
鹿

谷
郷
の
人
た
ち
の
考
え
な
ど

が
、
も
う
少
し
分
か
っ
た
と
思

い
ま
す
口

矢引吉首吉安高石関大品

部署田藤村倍宮井根竹害

=--" 

ー ミ文治政圧照勝 9
サ 人
喜ヲ雄男博八夫義)

常

政

添~ 1 j盆真同瀬大宗須境添大鈴小品

田書沢弓谷谷竹形藤田田越木針2
邦五善吉和菊一孝良喜信政 13

四人
章男之利久男郎意昭義郎治)

広報たまかわ

4 

関根照夫さん

(須釜中校長)

「
人
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
台
湾
は

い
つ
か
、
す
ば
ら
し
い
国
に
な
る
」

教
育
交
流
で
は
秀
峰
小
学
校
と
瑞
峰
中
学
校
の
二

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

一
、
両
校
と
も
始
業
式
当
日
の
忙
し
い
中
で
し
た
が
、

全
校
を
あ
げ
て
歓
迎
を
し
て
く
れ
た

二
、
国
造
り
の
基
本
を
教
育
に
置
き
、
官
民
あ
げ
て

力
を
入
れ
、
生
徒
も
教
職
員
も
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る

三
、
週
五
日
制
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
る
な
ど
、
日
本
の
教
育
に
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
日
本
に

学
ぽ
う
と
し
て
い
る

四
、
教
育
制
度
は
日
本
と
同
じ
6

3

3
制
だ
が
、
ロ
年
に
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
あ
る

五
、
河
川
を
守
る
た
め
、
中
学
校

を
中
心
と
し
た
「
栄
生
会
L

が
あ

り
、
学
校
と
地
域
が
協
力
し
て
環

境
保
全
に
力
を
あ
げ
て
い
る

こ
の
よ
う
に
、
人
づ
く
り
に
力

を
入
れ
て
い
る
台
湾
は
、
近
い
将

来
す
ば
ら
し
い
国
に
発
展
す
る
と

感
じ
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
は
お
花
も

舞
台
作
り
な
ど
は
村
建
設
業
協
会
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

来
年

3
月
に
開
港
す
る
福
島
空
港

を
舞
台
に
「
玉
川
村
民
大
運
動
会
」

が
関
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
予
想
を
上
回
る
大
勢
の

人
た
ち
が
参
加
し
、
綱
引
き
競
技
や

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ス
・
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

の
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

も
う
二
度
と
は
で
き
な
い
、
最
初

で
最
後
の
空
港
開
港
記
念
村
民
大
運

動
会
の
一
部
を
写
真
で
ふ
り
返
っ
て

み
ま
す
。

福
島
空
港
開
港
記
念

[9 
WJ 
守

[9 
岱
@
夫
日
間
以
合
出

小学校のパレードは、大会を盛り上げました

飛
行
場
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
念
仏
踊
り
を
披
露

5 
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有賀ミチさん (97歳)
南須釜

「手先をつかつてJUlノピを作っ
ている。自分の衣服は自分で管
理。くよくよしないこと。」

ロミ報たまかわ

八木ニドヨさん (96歳)
南須釜

「早起きをして玄関の掃除。好
き嫌いなく何でも食べる。若い
時によく働いた。」

「
明
治
♂
年
7
月
3
日
生
ま
れ
」
と
は
っ
き
り

し
た
口
調
で
、
私
た
ち
に
自
分
の
生
年
月
日
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
日
に
三
度
は
き
ち
ん
と
食
事

を
と
り
好
き
嫌
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
タ
ツ
の
底
椅
子
で
ネ
ゴ
を
か
わ
い
が
る
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

玉
川
村
の
叩
齢
以
上
の
方
々
は
9

月
内
日
現
在
で
お
人
で
す
。
村
で
は

9
月
刊
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
9
月

7
日
・
叩
日

・
什
日
の
3
日
間
、
村

長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
に
伺
っ
て
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
そ
し
て
平
成

と
激
動
の
時
代
を
生
き
ぬ
い
て
き
た

方
々
が
、
最
近
の
暮
ら
し
の
様
子
や

長
生
き
の
秘
訣
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

(
熊
田
す
み
さ
ん
は
都
合
が
悪
く
て
お
話

を
う
か
が
え
ま
せ
ん
で
し
た
)

村の女性で最高齢者

関根ニドヨさん
(98歳・北須釜)

関根ソノさん (95歳)
北須釜

「寝ていることが多くなったが
日も耳も達者。 三度の食事をき
ちんととる。のりが好物。 J

「
最
近
は
自
転
車
乗
れ
ね
ナ
イ
」
と
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら
話
す
倉
蔵
さ
ん
。
バ
ラ
ン
ス
さ
え
と
れ

れ
ば
、
ま
だ
乗
れ
そ
う
な
勢
い
で
す
D

パ
ン
が
好

物
で
薬
は
飲
ん
で
い
ま
せ
ん
。

長
生
き
の
秘
け
つ
は
と
の
問
い
に
「
こ
れ
だ
ナ

イ
」
と
、
お
酒
を
飲
む
手
ぶ
り
で
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

村の男性で最高齢者

佐久間倉蔵さん
(95歳・岩法寺)

小林イネさん (92歳)
中

「毎日曽孫のおやつを買いに歩
いて行〈。病気知らすで食欲おう
盛。気を張ることが元気の源。」

大野ゼキさん (92歳)
南須釜

「耳が少し遠くなったせいか口
数が少ない。おかゆを 1日2fQl
食べる。音から卵が好物。 J

平成4年10月

角田ミセさん (92歳)中

「家の周りを散歩する。三度の食
事をきちんと食べる。自分でつ
くった薬草酒を飲んでいた。J

広報7こまかわ

車田力ネさん (91歳)
小高

「食事、洗たく等自分のことは
全部自分で。毎日、あやとりと
風船ふくらましをやる。」

イ義雄さん (91歳)
::t:: 
Eコ

「散歩は毎日、たまに鎌や鍬を
もって畑へも。三度の食事をき
ちんととり魚と卵が好物。」

~ 
木木車田ワキさん (91歳)

小高

「フ口たき。草むしり。チャボ
の世話をする。自分で買い物も
する。選挙には必す行<0 J 

小林ハルヨさん (91歳)
竜崎

「曽孫と遊ぶ。隣の家に牛乳を
とりに歩いて行く。タ卜にいるこ
とが多い。三食きちんととる。」

野崎ツジさん (91歳)
川辺

「散歩がてらに友だちの家まで
歩いて行く。魚が好物。50歳ぐら
いから牛乳を毎日飲んでいる。」

JJ ¥針千次さん (91歳)
中

「朝5時には起きる。好き嫌い
なく三食きちんととる。野菜を
多く食べる。晩しゃくを8勺。」

小針ヂンさん (91歳)
小高

「フロたきや草刈り、畑仕事も
手伝う。朝4時頃には起きて雑
きんがけ。節のものを食べる。」

吉田網義さん (90歳)
川辺

「鎌を持って畑の見回りゃ草刈
りをする。持き嫌いなく何でも
食べる。 なお酒々が好物。」

石森クマさん (95歳)
岩法寺

「自分で身仕たく。豆、かぼちゃ
が好物で牛乳を毎日飲む。クマ
さんを頭に兄弟7人全員元気。」

三瓶トモさん (93歳)
川辺

「自と足が少し不自由になった
が家の中を歩く。三度の食事を
きちんととる。野菜が好き。」

大越サダさん (93歳)
南須釜

「家の周りの草刈リをする。鎌
をきれいに研ぎ、大切に使う。
好き嫌いなく何でも食べる。 J

車田シノさん (92歳)
小高

「コタツで寝ていることが多く
なったが、食事は自分でとる。
身の周りのことは自分でする。」

高橋兼嘉さん (90歳)
川辺

「若いときに胃が悪かったの
で、ものをよくかんで食べるの
が習慣しこなっている。小食。」

佐藤吉ーさん (90歳)
竜崎

「耳が少し遠くなったが、病気
知らすで薬も飲んでいない。敵
歩を毎日。食事は自に三度。」

円谷房次さん (90歳)
南須釜

「生き物の世話が好きでチャボ
や小鳥を手入れしている。歯が
丈夫で魚や肉を食べる。」

石森チ工さん (90歳)
山小屋

「好き嫌いなく何でもよく食べ
る。おやつも少々 。病気知らす。
コタツで過ごす毎日。」

6 7 



|財政公表|

平
成
3
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
決
算
が
、

9
月
定

例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

l人当りに使われたお金
495，130円

aa圃圃.

153，898円

29，009円

93，639円

64，888円

47，928円

一般会計決算の推移

37億4，069万円

38億3，478万円

61 

62 
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平成3年度主な建設事業
補助事業 9億 93万円

14，481円

803円

9，636円

9円

村憤
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地方交付税
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叫
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命
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39億1，395万円

フ，917万円
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億
l
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1
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万

円
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消

防

費
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費
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円
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1. 9% 10.2% 

歳

1，440万円

6億3，707万円

決算額

l鰭8，466万円

1 f意8，120万円

9，206万円

4，600万円

6，201万円

l億1，931万円

3，162万円

1，477万円

1，079万円

5，522万円

4，000万丹

l億2，682万円

l億8，810万円

単独事業

8 

平
成
3
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
却
億
1
，3

9
5
万
円
、
歳
出
総
額
お
億
3
，4
7

8
万
円
、
差
引
残
額
(
形
式
収
支
)
7
，

9
1
7
万
円
と
な
り
、
繰
越
明
許
分

を
除
く
と
実
質
収
支
は
7
，
9
1
5

万
円
と
な
り
ま
し
た
D

前
年
度
と
比

べ
る
と
歳
入
で
幻
%
の
増
、
歳
出
で

日
%
の
増
に
な
り
ま
す
。

前
年
度
よ
り
も
包
%
の
増

平
成
3
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
、

ω億
1
，
3
9
5
万
円
。
前

年
度
に
比
べ
8
，
8
5
7
万
円
多
い

日
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

内
容
は
地
方
交
付
税
が
日
%
の
増
と

な
り
歳
入
全
体
の
お
%
を
占
め
て
い

ま
す
。
県
支
出
金
は
約
出
%
の
減
と

な
り
ま
し
た
が
、
国
庫
支
出
金
は
約

臼
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

村
税
は
今
年
度
は
お
・
7
%
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
村
債
の
増
等

が
加
わ
り
全
体
で
口
%
の
微
増
と
な

り
ま
し
た
。

花・

6
%が
依
存
財
源

歳
入
決
算
額
を
自
主
財
源
と
依
存

財
源
に
分
け
る
と
、
自
主
財
源
が
全

体
の
幻
・
4
%
で
前
年
度
よ
り
M
%

上
回
っ
て
い
ま
す
。
要
因
は
、
村
税
等

の
増
加
で
す
。
ま
た
、
依
存
財
源
は
前

年
度
を
M
%
下
回
っ
た
も
の
の
全
体

の
η
・
6
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

1.063万円

歳
出
決
算
の
総
額
は
、
お
億
3
，
4

7
8
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
9
，4

0
9
万
円
多
い
口
%
の
微
増
と
な
っ

て
い
ま
す
G

特
に
教
育
費
は
中
学
校
建
設
事
業

等
に
よ
り
約
叩
%
の
増
で
歳
出
全
体

の
訂
・
1
%
を
占
め
ま
す
D

農
林
水

産
業
費
は
約
詑
%
の
減
で
す
が
全
体

の
打
%
、
土
木
費
も
約
日
%
の
減
で

す
が
、
全
体
の
約
問
・
9
%
を
占
め

ま
す
。

9 



日
同
昌
也

qanwnw現
今
回
問
時

総務費

2，747万円
6.5% 

。圃歳入
4億6，751万円

その他
978万円
2.1% 

歳出吟
4億2，347万円

繰入金

1.439万円
3.1% 

日
ψ

ム
a
u
Q
a司
今
回
首

一
人
当
り
医
療
費
は

何
万
7
，
7
9
3円

平
成
3
年
度
の
医
療
諸
費
は
3
億

4
，
0
6
2
万
円
で
前
年
度
に
比
べ

る
と
幻
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
主
に
受
給
者
の
増
と
入
院
費

用
の
増
に
よ
る
も
の
で
、
平
成
3
年

度
の
平
均
受
給
者
数
は
7
4
2
人
で

前
年
度
よ
り
も
必
人
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
一
人
当
り
の
医
療
費
は
4

5
7
，
7
9
3
円
で
前
年
度
よ
り
お
・

8
%
も
伸
び
て
い
ま
す
口

一
人
当
り
の
医
療
費
が
増
え
受
給

者
も
増
え
る
傾
向
は
、
今
後
も
続
く
%

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

α

計
画
的
に
医
師
の
診
療
を
受
け
、
円

限
り
あ
る
医
療
費
を
大
切
仁
し
た
い
拐

も

の

で

す

。

他

金越繰

数

医療費に見る被保険者数と保険税の推移

医療費国保負担 l人当りの保険税額(現年度分)
330，278，640円

47.773円 J ，" 3，407人(100.3%) 

324，280，210円
56，795円 !I 3，121人

(98.4%) 
'←老人を除く被保険者

304，130，128円
56.125円 ; 2.857人

(92.3%) 

コ299，937，709円
56，339丹 .. 2，655人

(98.6%) 

年度960世帯-国保加入世帯

63 

一苅

3 

2 

-被保険者数(老人を除く)
2，655人

• 1世帯当たりの保険税
182，867円

• 1人当たりの保険税
56，339円

(@@~8@苗)

国
保
税
・
一
世
糟
当
り

市
万
2
千
円
を
負
担

平
成
3
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
決
算
状
況
を
み
る
と
、
歳

入
総
額
4
億
6
，
7
5
1
万
円
、
歳

出
総
額
4
億
2
，3
4
7
万
円
で
差

し
引
き
4
，
4
0
4
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
中
の
大
き
な
財
源
は
国
庫

支
出
金
と
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

前
年
度
と
比
べ
る
と
全
体
で
2
，
1

6
5
万
円
、
約
4
%
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
被
保
険
者
数
の
減

が
主
な
要
因
で
、
保
険
税
が
5
%
国

庫
支
出
金
が
日
%
の
滅
と
な
っ
て
い

55 50 45 40 35 ( )は63年度を100とした比率
※年間平均の数字です。

1日1人当たり給水量は
209. 4 ~ 

平
成
3
年
度
玉
川
村
広
域
簡
易

水
道
事
業
会
計
の
大
き
な
特
徴

は
、
資
本
的
支
出
の
建
設
改
良
費

が

3
億
8
，
0
1
2
万
円
と
前
年

度
の
約
口
倍
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
第
一
次
拡
張
事
業

で
、
大
谷
地
水
源
地
、
同
ポ
ン
プ

場
及
び
細
田
配
水
池
等
の
施
設
の

整
備
を
行
っ
た
た
め
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
平
成
4
年
度
か
ら
分
水

と
あ
わ
せ
て
、
自
家
水
源
の
給
水

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1.療養給付費(保険者7割負拐分)

16，931件 2億6，912万円

2.療養費

(コルセット、柔道整復師など)

278件 125万円

ま
す
。

一
世
帯
当
り
が
納
め
る
保
険

税
は
四
万
2
，
8
6
7
円
、
前
年
度

と
比
べ
る
と
わ
ず
か
で
す
が
、
負
担

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
保
険
給
付
費
(
病
気
や

け
が
で
医
師
に
か
か
る
場
合
に
支
払

わ
れ
る
お
金
)
が
3
億
4
7
7
万
円
、

次
に
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
が

5
，
0
1
4
万
円
で
、
こ
の
二
つ
で

全
体
の
剖
%
を
占
め
ま
す
。
年
間
医

療
費
は
一
人
当
り
日
万
2
，
9
7
0

円
で
前
年
度
と
比
べ
る
と
約
6
，
5

2
0
円
の
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
数
は
年
々
大
き
な
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
傾
向
に

比
べ
る
と
保
険
給
付
費
も
減
少
は
し

て
い
る
も
の
の
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

す。
村
民
一
人
一
人
が
健
康
管
理
に
対

す
る
自
覚
を
高
め
、
疾
病
の
予
防
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。

10 

2，956万円

221万円

144万円

119万円

3.高額療養費

397件

費

17件

6.審査支払手数料

費

36件

産

祭

4.助

5.葬

2億3，600万円

2，000万円

8，713万円

2，310万円

給水の状況

-給水戸数 1，318戸

・年間給水量 421，599ni

・1日平均給水量 ， ，155 ni 
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平成4年10月広報たまかわ

今年もおもしろがったナイ

平
成
四
年
度
の
玉
川
村
敬
老

会
が
九
月
十
五
日
(
敬
老
の
日
)

に
玉
川
村
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
白
式
に
は
村
内
の
七
十
五

歳
以
上
の
お
年
寄
り
四
百
二
十

四
人
が
招
待
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約

三
百
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

車
田
村
長
が
式
辞
を
述
べ
た

後
に
、
各
種
記
念
品
を
贈
呈
。

そ
の
後
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
踊
り
や
劇
が
披
露
さ
れ
る

と
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。特
に
南
須
釜

婦
人
会
に
よ
る
「
井
戸
堀
り
五

平
が
酒
に
な
る
」
の
劇
の
演
技

は
素
靖
ら
し
く
、
一
俣
な
が
ら
に

見
る
お
年
寄
り
も
い
ま
し
た
。

敬老会平成4年度

平成4年10月

東野の清流をより美しく
地元の人たちが奉仕作業

広報たまかわ

東
京
精
工
械
が

図
書
券
を
寄
贈

東
京
精
工
株
式
会
社
か
ら
村

に
図
書
券
十
万
用
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

同
社
は
平
成
二
年
に
村
内
各

小
中
学
校
に
創
立
二
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
「
東
京
精
工
文

庫
」
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の

継
続
事
業
と
し
て
毎
年
創
立
記

念
日
の
九
月
十
六
日
に
寄
付
を

行
っ
て
い
ま
す
D

四辻新田字東野地内にある「東野の清流Jの下刈
り奉仕を地元の愛林組合や区役員のみなさんが中心

となって行ーいました。

この作業は福島民報社主催の「ふくしまのオむ吉

選に選ばれたのを機に、清流周辺をより美しくしよ

うと行われたものです。
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ハ
ガ
キ
に
は
福
島
空
港
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
滑
走
路
が
描
か
れ

た
も
の
も
あ
り
、
福
島
空
港
の

P

R
に
も
一
役
買
い
そ
う
で
す
。

ハ
ガ
キ
は
五
枚
セ
ッ
ト
で
三
百

十
円
、
ま
た
色
紙
は
一
部
千
円
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
島
空
港
を
ハ
ガ
キ
で

P
R

玉
川
郵
便
愚
か
ら

絵
入
り
ハ
ガ
キ
の
寄
贈

東
北
郵
政
局
で
は
、
福
島
県
を

P
R
す
る
た
め
に
絵
入
り
ハ
ガ
キ

五
枚
セ
ッ
ト
「
ふ
く
し
ま
の
詩
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
初
刷
ハ
ガ
キ
が
玉
川
郵
便

局
を
通
し
て
村
に
贈
ら
れ
、
村
長

室
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
口

収サ
穫 jレ
は→-
0.5 :; ~ 
ト J

1 ワ

毛三
塁塁手
む差
て?

ふ
る
さ
と
産
品
と
し
て
開
発
を

進
め
て
い
る
サ
ル
ナ
シ
の
実
の
収

穫
が
、
塩
田
勝
利
さ
ん
(
四
辻
新

田
)
な
ど
の
サ
ル
ナ
シ
畑
で
行
わ

れ
ま
し
た
c

今
年
の
収
穫
は
約
日
ト
ン
を
見

込
ん
で
お
り
、
全
国
一
旦
を
業
者
に
委

託
し
て
ワ
イ
ン
に
し
ま
す
。

来
年
3
月
の
福
島
空
港
開
港
時

に
は
、
サ
ル
ナ
シ
ワ
イ
ン
で
乾
杯

が
で
き
そ
う
で
す
ね
。

ジャコラ三ノ夕、全73
泉郷恵尺の環境整備
平成2年度のふるさと創生海外派遣研修でオースト

ラリアを訪問した人たちは7人)で勉強しているジャコラ

ンダ会が、泉郷駅で環境整備の奉仕活動を行いました。

作業には17人全員が出席し、ホームの草刈りやトイ

レの壁のペンキ塗り替えに汗を流しました口会長の飯

島三郎さんは「オーストラリアで、印象に残っているの

は、とにかくゴミがない美しい街並み。玉川村も福島

の空の玄関口として、きれいにしたいで、すね」と話して

いました。

新
潟
か
う
玉
川
村
へ
e

ホ
〈
遇
安
全
の
風
せ
ん

吉
地
区
の
森
儀
秋
さ
ん
宅

の
庭
先
に
、
新
潟
か
ら
交
通
安
全

の
赤
い
風
船
が
届
き
ま
し
た
。

風
船
を
飛
ば
し
た
の
は
新
潟
県

北
魚
郡
守
門
村
の
守
門
中
学
校

2
年
生
、
石
田
純
子
さ
ん
。
風

船
に
は
「
私
達
は
、
道
路
に
と

び
出
し
ま
せ
ん
J
と
誓
い
の
こ

と
ば
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
森

さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
手
紙
を
書

き
、
返
事
が
く
る
の
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
ま
す
。
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と贈り物、

お互いの力でまちづくり⑩

「第四の教育」を

進めよう @ 

子供や孫への

平成4年10月

顕著者紹介圏

萩原茂裕(はぎわら しげひろ)

1929年北海道旭川市生まれ。護TEi義塾大学経済学
部卒業。経営コンサルタント時代から地域開発・

ふるさとづくりを手がける。現在、 r8本ふるさ
と塾」を主宰し、まちづくりのプランナーとしで、

数多くの地方公共団体の地域づくり基本計画、実

施計語などの策定に携わる。蓮沼門三社会教育賞

受賞。著書{こ「手づくりのふるさとJ、「日本人と

まちづくり」、「レッツ・ラブ運動の麗鯖」、「第自

の教育~ふるさと教育~J などがある。

広報たまかわ

県有財産を売り払います
次のとおり県有財産を一般競争入札により売り払いしますの

で、ご希望の方はご参加下さいc

岩瀬郡鏡石町大

字笠石字中央24

茜白河郡西郷村

大字小田倉字上

野原379

西白河郡西郷村

大字小田倉字上

野原374

すがま幼稚園運動会

泉
保
育
所
で
は
、
平
成
4
年
度
の

入
所
見
で

4
歳
児
(
平
成
4
年
4
月

1
日
現
在
)
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、

若
干
名
募
集
し
ま
す
ロ

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
谷
町
1

3
1
0
1
内
線
幻
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

時

「
学
校
教
育
」
「
家
庭
教
育
」
「
社
会

教
育
L

が
教
育
の
三
本
の
柱
だ
と
い

い
ま
す
。
教
育
は
す
べ
て
こ
の
三
つ

に
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
足
り

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
で
す
。
一
一
一
つ
の
中
に

あ
る
は
ず
な
の
に
無
い
に
等
し
い
。

私
は
、
「
ふ
る
さ
と
教
育
い
を
入
れ
て
、

教
育
の
四
つ
の
柱
を
立
て
た
い
と
思

い
ま
す
。
「
第
四
の
教
育
・
ふ
る
さ

と
教
育
」
で
す
。

私
は
仕
事
も
含
め
て
、
年
間
の
半

分
以
上
を
、
全
国
津
々
浦
々
の
ま
ち

に
出
か
け
て
い
ま
す
口
そ
ん
な
旅
行

の
途
中
で
、
電
車
や
パ
ス
の
中
で
隣

り
合
わ
せ
た
人
に
声
を
か
け
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
人
の
ふ
る
さ

と
の
話
を
開
き
た
い
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
自
分
の
ふ
る
き
と
を

自
慢
し
て
語
っ
て
く
れ
る
人
は
、
極

め
て
少
な
い
の
で
す
。
大
き
な
ま
ち

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
た
め
ら
う
こ

と
な
く
ま
ち
の
名
を
い
い
ま
す
が
、

こ
れ
が
小
さ
な
村
だ
と
口
ご
も
り
、

681. 37m 

午後1時30分
(受イす 1持から)

平成4年

11月188(樹

午後 1時30分
(受付 I時から)

宅地

平成4年

11月188閥

377.99ぱ

午前9時30分

(受付 9時から)

宅地

平成4年

11月17日例

284.33m 宅地

N
H
K
学
闘
で
は
、
秋
の
生
涯
学

留
講
座
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
生
涯
学
習
講
座
(
通
信
講
座
)

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
書

道
、
硬
筆
、
俳
句
な
ど
冗
講
座
で
す

マ
受
付
叩
月
紅
白
ま
で

マ
問
い
合
わ
せ
先
宇
部

i
m東
京

都
国
立
市
富
士
見
台
2
l
お「
N
H

K
学
園
8
E
臼
係
」

合

0
4
2
5
1
η
1
3
1
5
1

近
く
に
あ
る
大
き
な
ま
ち
の
名
を
答

え
て
ご
ま
か
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

悲
し
い
こ
と
だ
と
患
わ
、
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。
村
民
の
み
ん
な
が

ス
キ
ー
を
習
っ
た

長
野
県
に
野
沢
温
泉
村
と
い
う
人

口
四
千
八
百
人
余
り
の
小
さ
な
村
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
村
に
つ
い
て
は
前

に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
村
お
こ
し
の

材
料
と
し
て
、
村
民
た
ち
が
力
を
合

わ
せ
て
ス
キ

I
場
を
造
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分

た
ち
で
造
っ
た
ス
キ
l
場
を
、
そ
っ

く
り
村
へ
寄
付
し
、
村
営
の
ス
キ
ー

場
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
予
想
も
し

な
か
っ
た
成
果
を
上
げ
、
い
ま
や
日

本
一
豊
か
な
村
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

野
沢
温
泉
村
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

は
、
そ
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
し
た
。

村
氏
の
み
な
さ
ん
が
ス
キ
i
を
習
っ

た
の
で
す
。
と
り
わ
け
子
供
た
ち
に
、

徹
底
し
て
ス
キ
ー
を
教
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
よ
そ
で
は
な
か
な
か
で
き

ま
せ
ん
。
ス
キ
1
場
が
あ
っ
て
も
、

ふ
も
と
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
ス

キ
ー
の
で
き
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

る
所
が
多
い
の
で
す
か
ら
。

子
供
た
ち
に
ス
キ
ー
を
教
え
た
結

平成4年10月23自

福島県総務部管財課

千960 楕島市杉妻町2-16 

fi 0245 (21) 1111 内線2245

直通 0245(21)7075

福島県白河合同庁舎

白河市字昭和町269

申込受付期間

申込受付場所及び

問い合わせ先

日
時
日
月
日
目
(
水
)
午
後
6
時

別
分
j
午
後
8
時
別
分

場
所
郡
山
市
中
央
公
民
館

内
容
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
や
待
遇

等
に
つ
い
て
説
明
。
協
力
隊
広
報
映
画

の
上
映
と
体
験
発
表
。
入
場
料
、
予
約

等
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
先
福
島
県
国
際
課
交

流
推
進
係
8
0
2
4
5
1
m
i
7
1

Q
u
q
J
 

果
、
こ
の
村
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
経
験
者
が
八
人
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
世
界
選
手
権
出
場
者
が
約

二
十
人
、
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

競
技
会
の
タ
イ
ト
ル
保
持
者
が
、

九
十
人
以
上
も
い
ま
す
D

人
口
比

率
で
い
え
ば
世
界
一
だ
そ
う
で
す
。

子
士
、
ご
一
コ
D
富
山
鴨
川
J

一
す
仕
ザ

T
t
α
a
H
U力

輝
い
て
見
え
る

野
沢
温
泉
村
に
い
っ
て
驚
く
の

は
、
子
供
た
ち
の
顔
が
輝
い
て
見

え
る
こ
と
で
す
。
「
き
み
は
、
こ

の
村
が
好
き
で
す
か
?
」
と
尋
ね

る
と
、
ど
の
子
供
も
、

「
ハ
イ
、
こ
の
村
が
い
ち
ば
ん
貯

き
で
す
」
と
、
き
わ
や
か
な
答
え

が
す
ぐ
に
返
っ
て
く
る
の
で
す
。

ど
ん
な
に
小
さ
な
村
で
も
、
何

百
年
、
い
や
何
千
年
の
歴
史
が

培
っ
て
く
れ
た
風
土
が
あ
る
の
で

す
c

ど
ん
な
に
人
口
が
少
な
く
と

も
、
日
本
に
一
つ
し
か
な
い
の
だ

と
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と

が
、
真
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
に

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
の
ま
ち
に
は
マ
ネ
の
で
き

な
い
ふ
る
さ
と
|
|
堂
々
と
絢
を

張
っ
て
そ
の
名
を
い
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、
い
ま
こ
そ
必
要
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

14 

み
な
さ
ん
も
既
に
ご
承
知
の
よ
う

に
国
や
県
の
機
関
で
は
土
曜
閉
庁
に

よ
り
完
全
週
休
2
日
制
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

玉
川
村
で
も
平
成
4
年
日
月
1
日

か
ら
土
曜
日
は
閉
庁
と
な
り
ま
す
の

で
保
育
所
等
を
除
く
村
の
機
関
は
、

原
則
と
し
て
事
務
を
行
い
ま
せ
ん
口

な
お
、
戸
籍
に
関
す
る
届
出
(
婚

姻
届
、
出
生
届
、
死
亡
届
等
)
は
受

理
い
た
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
D

15 



平成4年10月広報たまかわ

村の 4 ょうす
(4年9月1日現在)

a圃邑
四r1，705戸(+9) 
11 
2 
2 

7，680人 (+11)

3，796人(+2) 

3，884人(+9) 

お誕生おめでとう
ございます

( 9月届出分)

出生児氏名 保護者名

小林優香 友晴
ちづる

塩津千鶴 勇雄釜須

地

竜

南

区

自奇

@
小
高
の
添
田
宗
良
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
須
釜
婦
人
会
南
須
釜
支
部
か
ら
敬

老

会

に

際

し

て

一

万

円

・
南
須
釜
の
我
妻
一
夫
さ
ん
か
ら

十

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
淳
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

記

・
小
高
の
坂
本
一房
男
さ
ん
か
ら

二

万

円

おくやみ
申し上げます

( 9月居出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

添田由正 80 宗良

勝 男92 坂本チカ

我妻

区

生

古
同

69 正南須釜

-
ポ
リ
グ
ラ
フ
一
脳
波
・
呼
吸
・
脈

な
ど
を
同
時
に
記
録
し
、
生
理
的
な

変
化
を
グ
ラ
フ
で
表
す
装
置
。
俗
に

で
っ
そ
発
見
器
」

・
ミ
ネ
ラ
ル
一
マ
ン
ガ
ン
・
カ
ル
シ

ウ
ム
・
コ
バ
ル
ト
・
欽
な
ど
の
無
機

質
栄
養
素
。

-
ノ
ー
マ
ル
一
正
常
な
、
普
通
の

地

蒜

カ
タ
カ
ナ
語

今
月
の
納
税

国
民
年
金
保
険
料

固

定

資

産

税

富
民
健
康
保
険
税

ゆ
月
分

第

2
期
分

第

4
期
分

(
納
期
限
は
叩
月
お
日
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
)
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